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私たちの愛するまち高浜市を、未来へとつなげていくために・・・。 

平成２３年 4 月に、「自治基本条例」と「第 6 次高浜市総合計画」を両輪とする 

新たなまちづくりがスタートしました。 

将来都市像「思いやり 支え合い 手と手をつなぐ 大家族たかはま」の実現を目指

して、「絵に描いた餅にならないように、生きた総合計画にしていこう！」 

「目標達成に向けて、みんなで考え、みんなで行動していこう！」を合言葉に生

まれた「高浜市の未来を創る市民会議」も今年度が２期目となりました。 

 

平成２４年度の上半期は、新たなメンバーも加わった総勢１５０人が、分科会活

動を中心に平成２３年度の実績を検証し、目標に向かってきちんと取り組みの効

果が表れているか、目標の達成状況や「みんなで目指すまちづくり指標」の点検・

確認作業をおこなってきました。 

 

 この冊子は、その点検・確認作業を経て、目標達成のために「もっとこんな取り

組みを進めたらどうだろう？」「この工夫が必要だと思う！」という市民目線から

のアイデアをまとめた「高浜市の未来を創る市民会議」からの提言書です。 

 

 来年度は、第６次高浜市総合計画基本計画（前期）の区切りの年に当たります。

これまでの市民会議での話し合いや実践を含め、この提言内容が、今後の方向性

を踏まえて、今年度のアクションプランに活かされ、あるいは来年度の事業に組

み込まれることで、目標達成に向けてより大きく前進していけることを期待して

います。 

 



自治推進分科会からの提言 
 

目標（１） 市民とともに歩む経営を行います  
 

１．目標達成に向けての具体的なアイデア 

アイデアの内容 
（こんな取り組みを進めたらどう？） 

アイデアの理由・背景 
（どうしてこの取り組みが必要だと思うのか）

◆まちづくりのキャッチフレーズ「思いやり 支え合い

手と手をつなぐ 大家族たかはま」を広げよう！ 

 

＜まずはここから取り組もう！＞ 

①のぼり旗を作って、地域や行政のイベントで活用し

よう 

②市から発信するメールに、ロゴを入れよう 

③回覧板に表示しよう 

④市役所の全ての封筒に表示しよう 

⑤公共施設などに表示しよう 

⑥広報・ＨＰの表示を目立つようにしよう 

⑦統一したロゴ・ステッカーを作ろう 

⑧地域の会合やイベントの配布資料に表示しよう 

⑨地域のイベントで、大家族たかはまを広めよう 

 

＜他にも…＞ 

 ・職員の名刺に、ロゴを入れよう 

 ・ロゴの入ったユニフォームを作ろう 

 ・地域でもオリジナルＰＲ品を作ろう 

 ・イベントや名物の名称に「大家族たかはま」を冠と

して付けよう 

 ・大たぬきに大家族たかはま T シャツやタスキなど

を着せよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高浜市の“共同経営者”であると

いう意識を持った市民を増やし、

市民と行政がともに市の経営を

行っていくためには、目指すまち

の姿を共通認識する必要がある。

 

・そのため、目指すまちの姿をシン

ボリックに示した「思いやり 支

え合い 手と手をつなぐ 大家

族たかはま」の認知度を高めてい

きたい。 

 

・これまで、会議等のあいさつなど

において、キャッチフレーズを広

げる取組みを進めていたが、口頭

での周知には限界があり、目で見

える形でのＰＲが必要。 
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  ２．自治推進分科会のあしあと 

 

日程 内容 備考 

６月２６日（火） ・総合計画の目標達成に向けて、「どんな考え方で」、「どん

な姿を目指して」、「どんな取り組みを進めてきたのか」を

共有しよう！ 

 

７月２３日（月） ・キャッチフレーズ「思いやり 支え合い 手と手をつなぐ 

大家族たかはま」を広げる方法を考えよう！ 

 ～アイデア出し～ 

 

８月２４日（金） ・キャッチフレーズを広げるアイデアをまとめよう！ 

 ～アイデアの実現性を検討～ 

 

９月１８日（火） ・提言書（案）の最終チェック 

・発表方法を考えよう！ 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

行政からの配布物

全てに、キャッチフ

レーズを入れよう！

▲公共施設に表示（南部ふれあいプラザ）

▲アイデア出しの様子

（７月２３日分科会） 

▲大家族たかはま看板 

「大家族たかはま」

をテーマに、まちづ

くり紹介 DVD を作

ってはどう？ 
▲封筒に印刷（地域政策 G で使用）

 行政だけでなく、 

地域も会合やイベ

ントで PR しよう！ 

▲広報紙に印刷（南部まち協） 

公共施設へのキャ

ッチフレーズの表示

は欠かせないよね。

大家族たかはまコ

ンテストの作品をシ

ンポジウムで展示

してはどう？ 

 高浜の特産品 

「瓦」を使った PR

品も作りたいね。

 PR 品を作って、 

市内の行事やイベ

ントで宣伝しよう！ 

 まずは、 

ロゴを作ろう！ 

ステッカーを作った

ら、いろんなものに

貼ってPRできるね。

▲地域のイベントで PR 

 （二池町 外淵公園まつり） 

 （田戸町 川まつり） 

▲地域のイベントで PR
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▲大家族たかはまＴシャツ ▲レガッタで着用（ギインズ）



  

財政分科会からの提言 
 

 

 

１．目標達成に向けての具体的なアイデア 

アイデアの内容 
（こんな取り組みを進めたらどう？） 

アイデアの理由・背景 
（どうしてこの取り組みが必要だと思うのか） 

【より多くの市民のみなさんに財政状況

に関心を持ってもらおう!】 

①もっと身近に「財政」を感じてもらえる

ように、子どもから大人まで楽しめるゲ

ームを作ろう！ 

ex.わかりやすい予算書がヒント集となる

ような計算ドリルならぬ「財政ドリル」、

「クロスワード」、「高浜市人生ゲーム」

など） 

 

 

 

①市民意識調査では特に若年層の市の財政状況

に対する関心度（率）が低かったが、これから

の高浜を担う子ともどもたちにも「財政」につ

いて興味を持ってもらうことも必要である。子

どもを通じて親子でもゲーム感覚で楽しく「財

政」を考え、互いに理解を深めることで、子ど

もも大人も、より市の財政に関心を持つ、また

は持ち続けることができるよね。 

②目を引く『財政の情報』を継続的に（シ

リーズ化して）発信しよう！ 

ex. 産業天気図を参考にした、誰もが分か

るような財政天気予報（図）や高浜市と

○○が似てる世界の都市と比較しよう。 

②これまでの取り組みでは興味・関心を持てなか

った人たちに向けて、身近な話題などにからめ

たインパクトある財政情報を発信してはどう

だろう。 

 

③市の財政が閲覧できるタッチパネルを

公民館や子育て施設などに設置し、訪れ

た人が自由に閲覧できるようにしよ

う！ 

③「ここに来れば財政について学べる」という場

所を設置することで、誰でも、いつでも、財政

について学ぶことができるよね。 

 

④まちの財政を見える化しよう！ 

ex.標高サインのように公共施設などに建

設費用などを明示する。 

④まち中を歩いたり、公共施設などを利用した際

に、自然と財政に関する情報が市民の目に入

り、意識できるようになれば、財政に対する関

心度も上がるかも。 

 

【行政運営を効率化しよう！】 

⑤効率化できた事例の発表をしよう！ 

 

 

 

⑤効率化できた事例を市民会議や広報などを通

じて発表し、機運を高めると同時に市民にがんば

っている姿を見える化して欲しい。 

⑥目標管理をコスト削減で示そう！ ⑥時間外の削減のみから行政運営の効率化を判

断するのではなく、効率化しコストがどれくら

い減ったのかを判断材料とした方がわかりや

すい。 

目標（２） 次世代のために、健全な財政運営を行います 

 

 
たくさんの 

アイディアが 

でたね！ 



  

２．財政分科会のあしあと 

 

日程 内容 

６月 26 日（火） ・説明シート「総合計画の目標達成に向けて、「どんな考え方で」、「どんな姿を

目指して」、「どんな取り組みを進めてきたのか」を共有しよう！」に基づき、

職員がメンバーのみなさんに説明。 

７月２３日（月） ★「点検・確認作業①」スタート！ 

・「施策評価（内部評価）」の結果を「第６次高浜市総合計画基本計画（前期）施

策評価シート」に基づき、職員がメンバーのみなさんに説明。 

・「点検・確認作業」はグループに分けて行うことに決定！テーマは、「①定住自

立圏構想推進事業」と「②行政運営の効率化事業」。 

※理由…これまで議論がされてこなかった。新たな視点を見出すため。etc 

・２つのグループで、アクションプランの改善、新たなアクションプランに向け

た検討をスタート！ 

８月２０日（月） ★「点検・確認作業②」 

第

１

グ

ル

ー

プ 
 

①定住自立圏構想推進事業 

事前にメンバーから意見聴取。具体的な意見は・・・ 

今のままでも問題はないけれど… 

・スポーツ分野でもネットワークの強化（公共施設の相

互利用 etc）ができるといいよね！ 

・衣浦定住自立圏の４市の文化を活用したイベントやス

ポーツ大会はできないかな？ 

結果は『現行どおり』 
 

第

２

グ

ル

ー

プ  

②行政運営の効率化事業 

・コスト管理をして職員の意識改革をしてみてはどう？ 

・市民目線で効率の悪い業務は目標を決めて管理しては

どう？ 

・自分の力でできる業務・できない業務を理解しよう！ 

・２Ｓ（整理整頓）も効率化には大切！？ 

結果は『目標管理について見直しが必要』 
 

★「わかりやすい財政運営事業」の「点検・確認作業」 

～市の財政に興味を持ち続けてもらうためには・・・～ 

【提言にならなかった素敵な提案】 

 

 

 

 

 

９月１４日（金） ★メンバーみんなで「提言シート」と 

「模造紙（発表用）」を完成！発表者も 

決定しました！ 

 

 

 

 

市民一人ひとりの取組が市の財政の健全化

につながるんだよ！という事例をいろいろ周

知していくと市民の意識も変わるよね！ 

道路や学校がどんなお金でできているのか、

そのお金は誰が払っているのか…身近なこと

なら興味をもてるよね！ 

新しく転入してくる方に、「わかりやすい予算

書」などを配布し、最初に高浜市の財政につ

いて知ってもらってはどうかな！ 

財政の勉強は子どものころから！…学んだ

子どもが親になり、その子どもへと受け継い

でいく、そんな教育もありかな？ 

 

 

 
アクションプラン

の点検・検証もしっ

かり考えたね！ 

 



自治推進分科会からの提言 
 

目標（３） 市民と行政が信頼関係を深め、ともにまちづくりを行います 
 

１．目標達成に向けての具体的なアイデア 

アイデアの内容 
（こんな取り組みを進めたらどう？） 

アイデアの理由・背景 
（どうしてこの取り組みが必要だと思うのか）

◆「高浜市自治基本条例 子ども向け副読本」を活用し

た出前授業に出かけよう！ 

 

と、その前に…授業方法のアイデアを考えよう！ 

【授業の進め方】 

★副読本を親子で読んで、地域について考え、地域活

動に関心を持ってもらうために… 

⇒ワークシート欄の記入を事前の宿題にしよう。

（保護者にも記入してもらう） 

★子どもたちに、積極的に授業を受けてもらうために…

⇒子どもたちの宿題の答えを引き出しながら、授業

を展開しよう。 

★興味を持って聞いてもらうために… 

⇒地域に応じて、４つのテーマ（安全・安心、環境、

まちの自慢、ふれあい）から身近なテーマにポイ

ントを絞って、子どもたちにとって身近に感じら

れる、地域の人が説明しよう。 

★活動をより深く知ってもらうために… 

⇒プロジェクターを利用して、実際の活動写真を上

映しよう。 

【今後の出前授業の展開】 

Ｈ24…モデル校にて、出前授業を実施。 

Ｈ25…全小学校にて、出前授業を実施。 

Ｈ26 以降…全小学校にて、人材バンクに登録した学

習支援ボランティアによる授業を実施。

 ★出前授業に出かけるサポーターも集めよう。 

 

※詳細については、教育委員会と調整・検討していく。

・自治基本条例の精神を広げ、地域

活動やまちづくりに参画する人

を増やしていく必要がある。 

 

・次世代を担う子どもたちに、子ど

もの頃から地域に関心を持って

もらい、また、子どもを通じて、

大人（保護者）にも関心を持って

もらうことで、地域活動に参加す

るきっかけとしたい。 

 

・副読本を、学校や家庭で活用する

ことで、子どもから大人（保護者、

教員）まで、自治基本条例の精神

を伝えることができる。 

 

・子どもたちに興味を持ってもらう

ためには、身近な人が身近な話を

すると良い。 

◆地域で副読本を活用しよう！ 

・副読本をまち協などに配布・設置して、地域でも活

用できるようにしよう。 

 

・学校での出前授業では、時間に制

限があり、深い内容まで触れるこ

とが難しいため、地域でそれぞれ

副読本を活用していきたい。 
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  ２．自治推進分科会のあしあと 

 

日程 内容 備考 

６月２６日（火） ・総合計画の目標達成に向けて、「どんな考え方で」、「どん

な姿を目指して」、「どんな取り組みを進めてきたのか」を

共有しよう！ 

 

７月２３日（月） ・「高浜市自治基本条例 子ども向け副読本」を活用した、効

果的な出前授業の方法を考えよう！ 

 ～授業の全体的なイメージを検討～ 

 

８月２４日（金） ・出前授業の進め方を考えよう！ 

 ～授業の具体的な進め方を検討～ 

 

９月１８日（火） ・提言書（案）の最終チェック 

・発表方法を考えよう！ 

・出前授業の進め方を考えよう！② 

 

 
 
 
 

授業イメージ 

桜を植えたことが

あるよ！ 

私、大山公園で、 
 
宿題を基に… 

大山公園の桜はまちの自

慢だよね！この桜をずっ

と残していくために、こん

な活動をしています。 

みんなが、見た

り、参加したこと

がある活動はあ

ったかな？ 

 
 
 
 
 
* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

▲桜の木の植樹 

 

▲大山緑地の様子 

大山緑地にある“千本桜”として

有名なたくさんの桜を、ずっと残

していきたいと、地域の人が里

親になって、桜の木の植樹や手

入れ、公園の清掃などを行って

います。みんなでまちの自慢を

守っていきたいですね。 

 

▲桜の里親会 

 
 
 
 
 
 
* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 
 
 
 
 

みんなでまちを良くしていこう！って、こういう活動を続けて

いくことがまちづくりです。高浜市には「高浜市自治基本条

例」というまちづくりのルールがあって、“子どもも大人も、み

んなで協力してまちづくりをしよう”ということが書いてありま

す。みんなには「たかはま大好き」になって、出来ることから

取り組んでほしいです。 

 2



生涯学習分科会からの提言 
 
 
 

１．目標達成に向けての具体的なアイデア   

アイデアの内容 
（こんな取り組みを進めたらどう？） 

アイデアの理由・背景 
（どうしてこの取り組みが必要だと思うのか）

《段階を踏んで、生涯学習のネットワークを構築していこう！》
 
STEP 1 

生涯学習の取り組みを調査し、 

「現状の見える化」を行おう！ 
 ・ 各地域、各団体などでさまざまな取り組みが実施されて

いるが、まずは、市内でどのような取り組みが行われて

いるかを広く調べてみてはどうか。（例えば、ジャンル別、

対象別、地域別、生涯学習の段階別など） 

   →どんな取り組みが活発に行われているか（あまり行わ

れていないか）がわかり、改善・対策に向けたアクシ

ョンにつながっていくのでは？    

・ 情報収集にあたっては、行政の全部署（それぞれの部署

でおつきあいのある市民団体等も含む）はもちろん、市

民会議メンバー150 人にも呼びかけ、掘り起こしをして

いったら、かなり多くの情報が集まるんじゃないかな？

・ 地域の達人（いろいろと知識や技能などを持った人）を

探し出して、達人の一覧表を作成してみてはどうか。 

→「高浜市には素晴らしい達人がいる」ということを知

るだけでも、子どもたちの夢や希望が育まれていくん

じゃないかな？ 
 

STEP 2 

調査した内容を取りまとめ、情報発信しよう！ 

・ 各地域、各団体などで行われている取り組みについて情

報発信・情報共有することで、お互いの取り組みのさら

なる充実が期待できるのでは？ 

・ 市広報紙やたんぽぽニュースなどで、達人の紹介記事を

掲載し、チェーンネット形式で“達人の輪”を広げてい

ってはどうか？（チェーンネット：紹介された達人が次

の達人を紹介することで、紹介の記事を継続させる。） 
 

STEP 3 

 「教える人」と「教えてもらう人」との結び付けを考えよう！
・ 達人がいても活躍の場がなければ意味がない。達人を必

要としている団体などから「求人広告」のようなリスト

を作成してみては？ 

・ 子どもの側（教えてもらう側）からも、教えてほしい先

生を求めるコーナーがあってもよいのでは？ 

・ 達人が活躍できる場のセッティングも必要になってくる

のでは？ 
 

・自らが学んだ成果を自分の中にとど

めておくのではなく、誰かに教えた

り、社会の中で活かしたりすること

ができるようになると、もっと人と

人との結びつき（地域の結びつき）

が強くなるんじゃないか？ 

 

・こうした「まなび」の輪を広げてい

くことで、まちづくり指標「高浜市

に愛着や誇りを持っている人」や「将

来の夢を持っている人」の割合が増

えていくんじゃないか？ 

 

 

 

 

 

 

目標（４） 学びを通して人づくりを進め、夢と希望につなげます 

 



 

 
２．生涯学習分科会のあしあと 

 

日程 内容 備考 

6 月 26 日（火） 総合計画の目標達成に向けて、「どんな考え方で」、「どんな

姿を目指して」、「どんな取り組みを進めてきたのか」を共有

しよう！ 

 

7 月 23 日（月） 総合計画の目標達成に向けたこれまでの取り組みについて

現状を把握しよう！ 

・「生涯学習プロデュース・ネット」の構築に向けた意見交

換をしよう！ 

 

8 月 21 日（火） 総合計画の目標達成に向けてアイデアを出し合おう！ 

・「生涯学習プロデュース・ネット」の構築に向けたアイデ

アをみんなで発表し、意見や思いを出し合おう！ 

 

9 月 11 日（火） 生涯学習分科会からの提言書を作成しよう！ 

・職員メンバーが作成した提言書の叩き台をもとに、提言書

の作成をしよう！ 

・発表者、発表の方法について考えよう！ 

 

・どんな講座・教室がどんな人た

ちによって行われているか、情

報収集から始めよう！ 

・情報を充実させて、相関図や一

覧表をつくってはどうか。

・広報やたんぽぽニュースを使って、達人の

輪を広げていこう！ 

・映像で達人を紹介したら、どうかな？ 

（YouTube,KATCH,ホームページなど）

・達人を必要としている団体から求人広告のような

かたちでリストを作ってみてはどう？ 

・大人と子どもが一緒に取り組めるような事業があ

るといいね! 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

アイデア発表のようす 

（8月 21 日） 

☆若いメンバーも活躍中！ 

教える人・ 

教えてもらう人

の結び付け 

情報発信 

現状の 

見える化 

 
 

 



学校教育分科会からの提言 
 

目標（５） 心たくましく健やかに育つ教育環境をつくります  
 

１．目標達成に向けての具体的なアイデア 

アイデアの内容 
（こんな取り組みを進めたらどう？） 

アイデアの理由・背景 
（どうしてこの取り組みが必要だと思うのか）

 

 

 

 

 

 

 １   まずは、市民や地域が関わる学校授業・行事を 

「見える化」していこう！

・ 年間を通してどんなことが行われているか、また、学校が

市民や地域からどんな力を借りたいのか情報を集め、全

体像を見えるようにし、もっと発信していったらどう？ 
 

→広報、クチコミ、メールマガジンなど、様々な方法で＆

機会あるごとに発信し続けていくことによって、「ちょ

っと足を運んでみよう｣、「これくらいなら私も協力でき

るかも･･･」といった行動につながっていくんじゃない

かな？ 
 

→各学校から集めた情報は、「生涯学習プロデュースネッ

ト」の方へも提供し、お互いに情報を共有し、活用して

いきたいね！ 

 

 ２  学校の想いと地域の想いをマッチングさせていこう！ 

・ 学校の「こんな人材・企画を求めている」という声と、

市民・地域の「こんなことが協力できるよ」という声を、

調整・コーディネートする仕組み・機能があるといいね。
 

→子どもたちに、「地域の方からこんな話を聞いてみた

い」、「こんなことを教わってみたい」「こんなことに挑

戦してみたい」といったリクエストを聞いて、興味・関

心を持てる授業や行事の企画を立ててみては?  
 

→「土曜授業」（地域の人と一緒に学ぼう＆体験しようデ

ー）なんていうのもいいんじゃない？ 子どもだけでな

く、大人も受講者として参加できるといいね！  

 

 

 

 

 

 

 

・ 保護者以外の人には、学校を拠点

に行われている行事等のことが、

案外知られていない。  

・ 学校は地域の核。行事等をきっか

けに、住民と住民の顔がつながり

あうようにしていきたい。 

・ “役員が終わったらおしまい”で

はなく、継続して活動する人を増

やしていきたい。そのためにも“関

わりたい”と思える魅力・楽しさ

を伝えていくようにしたい。 

 

 

 

 

 

・ 学校の授業時間、子どもたちの活

動時間は限られている。地域では

で子ども向けの様々な企画を実施

してくれているが、学校側のニー

ズ・意向が必ずしも伝わっていな

かったり、地域の想いが学校に伝

わっていないこともある。 

 

 

 

 

生活科や総合的な学習の時間、行事などに地域の方と一緒に活動することによって、

「毎日が楽しい」「勉強に積極的に取り組む」子どもたち、「地域行事やボランティア

活動に参加・参画する」子どもたちを増やしていきたい・・・。
アクションプラン№２０に
関連（№１６・№１９も）

そのために・・・ 

 



 
 

  
２．学校教育分科会のあしあと 

 

日程 内容 備考 

総合計画の目標達成に向けて、「どんな考え方で」、「どんな

姿を目指して」、「どんな取り組みを進めてきたのか」を共有

しよう！ 

高浜市役所で開催６月 26 日（火） 

総合計画の目標達成に向けたこれまでの取り組みについて 高浜ふれあいプラ

ザで開催 

７月 20 日（金） 

現状を把握しよう！ 

 ・「高浜市教育基本構想」の中味を詳しく知ろう！ 

 ・分科会の今後の進め方について 

 ・「施策評価シート」の説明 

総合計画の目標達成に向けて、アイデアを出し合おう！ 翼ふれあいプラザ

で開催 

８月 20 日（月） 

ワークショップ方式で、① 現状把握 → ② 目標・夢・希

望 → ③ 課題・カベ → ④ 対策・解決手段・方法を抽出 

学校教育分科会としての提言（案）をまとめよう！ 吉浜ふれあいプラ

ザで開催 

９月 14 日（金） 

① 提言書（案）をまとめよう 

② 発表方法・役割分担を考えよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

学校が、子どもからお年寄りまで、あらゆる世代が 

つながり合う場になっていったらいいね・・・！ 



生涯学習分科会からの提言 
 
 
 

１．目標達成に向けての具体的なアイデア 

アイデアの内容 
（こんな取り組みを進めたらどう？） 

アイデアの理由・背景 
（どうしてこの取り組みが必要だと思うのか）

《「たかはま子ども市民憲章」の想いを浸透させよう！》 

  

 

 

 

      絵本（※）を活用して、 

市民に「たかはま子ども市民憲章」を広めよう！

（例えば・・・） 

☆人の目につく形で貼り出そう！ 

 （絵本は手に取ってもらう必要があるが、 

貼り出せば読まれるチャンスが増える！） 

 

イベントを活用して「たかはま子ども市民憲章」の 

想いを知ってもらおう！

（例えば・・・） 

☆子どもが親や祖父母と参加するイベント（新規・

既存）において「たかはま子ども市民憲章」の 

ＰＲをしよう！ 

   （自分の子や孫と触れ合う活動に参加する子ども

への関心がある大人に対してＰＲすることで、

地域の子どもへの意識拡大が期待できる！） 

  

笑顔の写真展（既存事業）をより充実しよう！ 
 

（例えば・・・） 

  ☆子どもによる大人の撮影やご近所同士等の部門

の設定をしよう！（部門を設定することで自然と

それに合わせた形でのコミュニケーションが図

られる。） 

  ☆展示場所を増やそう！ 

   （写真が多くの人の目に触れることで写真展の 

意図をＰＲする機会が増え、写真展への写真 

応募へのきっかけ作りにもなる。） 

・ 第６次総合計画における目標

（６）の達成度を図る指標「子

どもとふれあう行事に参加した

ことがある人の割合」の向上を

目指そう！ 

↓ 

・ まずは大人の意識を子どもに向

ける、大人と子どもが向き合う

意識を、お互いに高めることが

必要ではないか？ 

↓ 

・ 子どもと大人がお互いを尊重

し、理解を深め、地域を支えあ

っていくことを目的に制定され

た「たかはま子ども市民憲章」

を用いて、その理念が浸透する

仕掛けを実施しよう！ 

 

（※）絵本って何 

   たかはま子ども市民憲章を 

分かりやすく伝えるために 

子ども向け、大人向けに 

各々作成した絵本です。 

   （こども向け） 

    
   （大人向け） 

    

３ 

２ 

１ 

子どもって・・大人って・・ 

お互いをよく知り、 

理解を深め合おう！ 

目標（６） 人のつながりやぬくもりの中で、子育ち・子育てを支えます



 

  
２．生涯学習分科会のあしあと 

 

日程 内容 備考 

6 月 26 日（火） 総合計画の目標達成に向けて、「どんな考え方で」、「どんな

姿を目指して」、「どんな取り組みを進めてきたのか」を共有

しよう！ 

 

7 月 23 日（月） 総合計画の目標達成に向けたこれまでの取り組みについて

現状を把握しよう！ 

・子どもと大人が一緒に取り組める事業はどういったものが

考えられるかについて、意見交換をしよう！ 

 

8 月 21 日（火） 総合計画の目標達成に向けてアイデアを出し合おう！ 

・子どもと大人が一緒に取り組める事業はどういったものが

考えられるかについてのアイデアを発表し、意見や思いを

出し合おう！ 

 

生涯学習分科会からの提言書を作成しよう！  9 月 11 日（火） 

・職員メンバーが作成した提言書の叩き台をもとに、提言書

の作成をしよう！ 

・発表者、発表の方法について考えよう！ 

 

 

 
 

 
絵本は読みやすいから、すぐに頭

に入るかも・・・。 
 

 

 
意見交換のようす 

7 月 23 日分科会  

 

 

 

 

 

 

  

 笑顔の写真展は、親子だけじゃなく

て、家族とか団体の部門があっても

いいよね！ 

親と子どもで競い合える

イベントがしたいな。 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=126gam7te/EXP=1347013157;_ylt=A7dPeBqleEhQxTAAtNiU3uV7/*-http%3A/illpop.com/img_illust/season/june01_a13.png


産業・観光分科会からの提言 
 
 
 

１．目標達成に向けての具体的なアイデア 

アイデアの内容 
（こんな取り組みを進めたらどう？） 

アイデアの理由・背景 
（どうしてこの取り組みが必要だと思うのか） 

 

 

 

１特産品の開発についてのアイデア 

アクションプラン No.33 農業経営安定推進事業 

 

① 産直での販売をもっとホームページや広報でＰＲ

したほうが良い。 

② 市内の飲食店や「まちの料理自慢」の協力を得て、

特産品のおいしい食べ方を発信していってはどう

か。そこから話題の味が生まれれば、特産品として

メジャーデビューできるかも。 

③ 季節や収穫の時期とあわせた、ＰＲのためのタイム

スケジュールが必要。特産品（特産野菜）開発プロ

ジェクトの活動のお披露目も兼ね、タイミングの合

う市内イベントの中で試食会やアイデア募集など

をおこない、反応を見ながら、話題をつくるような

かたちからスタートさせては？ 

④ 特産野菜が確定したら、将来的には、作る人を広く

募集すると良い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

特産品を育むには、色々な人に味を知っ

てもらったり、アイデアを求めていく必要

がある。例えば、「カフェ＆ベーカリー ふ

るふる」など地域に密着した飲食店で、た

かはま野菜を使用した料理を提供すれば話

題となるし、食べた人の直接の声を生産者

が知ることができるのではないか。 

また「美味しくてその土地ならではのも

の」を食べてみたい人は多いはずなので、

市内のイベントで試食会などをおこない、

広く反応を見るのはどうか。加工品のアイ

デアにも発展していくかもしれない。 

 

２三州瓦の販路拡大についてのアイデア

アクションプラン No.35 中小企業振興推進事業 

 

住宅屋根材の瓦離れがある中で、実演は

販路拡大に向けてのＰＲにかなり有効な手

立てと思われる。また、実演する場を設け

ることによって三州瓦の伝統継承にもつな

がるので、次のことが考えられるのではな

いか。 

・ 三州瓦の伝統を守る上で、鬼師の実演

は動く広告になるし、技術の継承にもつ

ながる。 

・ 屋根瓦（和瓦、平板瓦など）の実演（商

品の展示、パンフレットと併せて）も販

路拡大には有効では。 

① 以前、北海道で鬼師の実演をおこなったところ

非常に人気だった。鬼師の作業場など既存の施

設で実演が見られるようにし、そこに来訪者を

案内するような運用の組織を整えては? 

 

② 鬼師の実演等を市内外の人の集まるところで

実施して、これまで以上に積極的に三州瓦の伝

統とブランドを強くアピール。 

・ 各鬼師の工房で実演が見られるとか、

その場で購入ができるようなシステムが

あれば立ち寄る人も増え、販路拡大にも

つながるのでは。 
 

 

★高浜市の特産物を発掘する目的で平成２３年

度に「特産物開発プロジェクト」が立ち上がってい

る。特産野菜候補として８種類の農産物(青茄

子・インゲン豆・丹波の枝豆・アピオス・砂糖大根・

黒豆・レモングラス・ミニ野菜)を選定し、「たかは

ま野菜」として売り出すことを検討中。 

目標（7） まちの成長を支えるエンジンとして、産業を元気にします 

 



  

２．産業・観光分科会のあしあと  
 

 

日程 内容 備考 

６月 26 日（火） 総合計画の目標達成に向けて、「どんな考え方で」、「どんな

姿を目指して」、「どんな取り組みを進めてきたのか」を共有

しよう！ 

 

７／１２の推進会議の報告、「目標達成に向けての具体的な

アイデア」を出し合おう 

 

 ７月２７日（金） 

８月２０日（月） アイデアを提言書シートにまとめよう  

 

９月１０日（月） 提言書シートの最終確認と高浜特産野菜(候補)の青茄子試食

会！ 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

青茄子は、産直に出してみたけれど、

調理方法がわからないのか、今のと

ころあまり人気がでないのよネ・・・。 

（生産者の友子さん） 

ネット上や有名デパートでも取り扱われて

いる青茄子。全体がきれいな緑色です 

ナスづくしの試食会！ 

トロッとやわらかくておい

しいのです。食べ方を知れ

ば人気もでるはず・・・ 

早速メンバーが試食会の様子

をフェイスブックにアップし

たところ、刺激をうけた女性

が、翌日、青茄子メニューを

アップ！「どこで売ってる

の？」の声も寄せられました。

こうやってメニューのアイデ

アや話題が広まっていくのが

我が分科会の狙いなのです！

 

我を忘れて食べ続けるメンバー・・・・。 

いえいえ真剣に話し合いながらです！ 

 



産業・観光分科会からの提言 
 
 
 

１．目標達成に向けての具体的なアイデア 

アイデアの内容 
（こんな取り組みを進めたらどう？） 

アイデアの理由・背景 
（どうしてこの取り組みが必要だと思うのか）

 

１コミュニティ・ビジネスの起業支援策につい
てのアイデア 
アクションプラン No.38 コミュニティ・ビジネス創出・支援事業

 

・コミュニティ・ビジネスを起業するときに、財政状況

は厳しいと思うが、新たなビジネス創出に対して、運

営資金等の支援策を考えたらどうか。 

 

 

 

産業・観光分科会では、昨年、コミュ

ニティ・ビジネスの創出に向け、プラ

ン、アイデア等を検討した。しかし、

そもそもコミュニティ・ビジネスとは

何かという認知度が低いということを

実感し、まずは周知、そして関心のあ

る人を集めることから始めるべきと考

えた。市では、先進事例の視察やセミ

ナーを開催し、セミナーは今年度も引

続き行われている。立上にかかる資金

面での支援があれば、例えばそこで学

んだ受講生が起業に向けて一歩を踏み

出す大きなきっかけとなると思う。 

 

 

２新たな観光資源の発掘についてのアイデア 

アクションプラン No.39 観光推進事業 

 

 

・ 瓦、鬼瓦、鬼師、とりめし・・つなげて広める PR！

新しい観光資源の発掘も必要だが、まずは既存のもの

をつなげ、積極的に紹介することで相乗効果が生まれ

るはず！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高浜市の観光資源は多いとは言えな

いし、単独では弱い。発掘する必要も

あるが、今ある資源を見つめ直し、一

見、つながりがないように思われるも

のでも、つなげていくことでシナジー

効果(相乗効果)を期待する。 

 

 

目標（８） 地域に根ざした新たなビジネスの芽を育みます 



２．産業・観光分科会のあしあと 
  

 

日程 内容 備考 

６月 26 日（火） 総合計画の目標達成に向けて、「どんな考え方で」、「どんな

姿を目指して」、「どんな取り組みを進めてきたのか」を共有

しよう！ 

 

７月２７日（金） ７／１２の推進会議の報告、「目標達成に向けての具体的な

アイデア」を出し合おう 

 

 

８月２０日（月） アイデアを提言書シートにまとめよう 

 

 

９月 10 日（月） 提言書シートの最終確認と高浜特産野菜(候補)の青茄子試食

会！ 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

まちの「自慢」がタッグを組めば

もっとパワーアップするかも 

特産野菜の瓦焼き 

とか・・・ 

業種も年齢も異なる分科会メ

ンバーの結論 「高浜市の自

慢が総リンクしたらいいね!」 

瓦製の器に「とりめし」 

とか・・・ 

若手市民メンバー鈴木さん、岩崎さ

んが発表のためのまとめや模造紙作

成に底力を発揮しました！ 



環境・憩い分科会からの提言 
 

目標（９） みんなでまちをきれいにします  
 

１．目標達成に向けての具体的なアイデア 

アイデアの内容 
（こんな取り組みを進めたらどう？） 

アイデアの理由・背景 
（どうしてこの取り組みが必要だと思うの

か） 

 

（自助）ごみの問題はマナーの問題 

１マナー向上作戦を実施しよう！ 

 ・マナー向上のために子どもたちの力を借りよう 

（１）学校で分別収集を実施しよう 

（２）子どもが大人を教育できるような環境学習を

実施しよう 

 

 

 

大人のマナーを向上させる一番

有効な方法は、本人の子どもや孫

から指摘されることである。 

 

 

 

 

 

 

（共助）地域みんなでごみ減量            

２分別収集作戦を実施しよう！  

・みんなで分別方法を学ぼう 

（１）分別 Q＆A をつくろう 

（２）町内会の皆さんをエコハウスに呼ぼう 

（３）市民一斉清掃に参加しよう 

 

 

 

・地域の住人各々が学びあい、協

力しあいながらごみを減量して

いく。 

・環境美化は一人で行うと苦痛で

あるが、みんなで行うと楽しいイ

ベントにすることができる。 

 

（公助・協働）ルール違反はみんなで監視 

３ルール違反に粘り強く対応しよう！ 

・不法投棄撲滅作戦を実施しよう 

（１）不法投棄情報を公開してみんなに実態を知って 

もらおう 

（２）不法投棄現場を重点監視地域に指定しよう 

（３）不法投棄を無くす実験を行おう 

 

 

 

 

 

市内全域の不法投棄を監視する

ことは難しい。特に不法投棄が悪

質な現場について、重点的に監視

を行い、不法投棄を無くすにはど

ういった方法が効果的かを検証

していく。 

  
 

 



 
  

２．環境・憩い分科会のあしあと 

 

日程 内容 備考 

６月 26 日（火） 総合計画の目標達成に向けて、「どんな考え方で」、「どんな

姿を目指して」、「どんな取り組みを進めてきたのか」を共有

しよう！ 

 

７月２５日（水） 不法投棄の現状と埋立地についての勉強会を行った。 

 

 

 

８月２９日（水） 各メンバーがそれぞれの提言案を発表した。 

 

 

 

９月１８日（火） 提言と発表の確認 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

不法投棄の実際を、写真を見ながら話合い ゴミ問題に対しての話題は尽きません  

 

 

  

 

 

 例えば、高取公民館の納涼夏祭のように、地

域イベントでも地道にゴミ分別の啓発活動が

できるはず 

エコハウスでも分科会を開催しました 
 

 



  

防犯・防災分科会からの提言 
 

 

 

１．目標達成に向けての具体的なアイデア 

アイデアの内容 
（こんな取り組みを進めたらどう？） 

アイデアの理由・背景 
（どうしてこの取り組みが必要だと思うのか） 

 

ハーモニーを奏でる快適な都市空間をつくるには・・・ 

 

①昼間に青パトで地域を巡回する際、道路標示や道路標

識の不良箇所の情報を早期に行政に提供する。 

 

 

 

 

②高浜市の玄関口として、現在工事中の衣浦大橋交差点

の立体橋の桁色の選定について市民の皆さんの意見を

聞き、桁色を決定する。 

 

 

 

・最近、横断歩道や外側線などが消

えている道路を見かける。地域の

住民が発見したら早く行政に伝え

る必要がある。 

 

 

・シンボル道路をつくったり、記念植

樹を行うなど、都市空間づくりに市

民も参加・参画できる機会が増え

ていくと、まちへの愛着が生まれた

り、長く住み続けたいと思う人が増

えていくんじゃないかな。 

 （総合計画「市民会議の声」から） 

 

  

目標（１０） ハーモニーを奏でる快適な都市空間をつくります。 

 

 



  

２．防犯・防災分科会のあしあと 

 

日程 内容 備考 

６月 26日（火） 総合計画の目標達成に向けて、「どんな考え方で」、「どんな

姿を目指して」、「どんな取り組みを進めてきたのか」を共有

しよう！ 

 

８月 ２日（木） 基本計画（前期）施策評価シートを基に、これまでの取り組

みと成果、課題と今後の取り組みの方向性などを検討しまし

た。 

 

８月２０日（月） アイデアを出し合い、提案シート（案）の検討をしました。 

 

 

 

９月１１日（火） アイデアを検討し、最終的な提案シートを策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

分科会に関する写真やデータ、イラストなど 

 
 



環境・憩い分科会からの提言 
 

目標（１１） 自然豊かな魅力あふれる憩いの場を守り、育てます  
 

１．目標達成に向けての具体的なアイデア 

アイデアの内容 
（こんな取り組みを進めたらどう？） 

アイデアの理由・背景 
（どうしてこの取り組みが必要だと思うの

か） 

 

１身近な憩いの場を大切にしよう！ 

 （１）「自分たちが憩える場所」「自分たちの公園」を

守り育むという意識を広めよう。 

（２）皆が「憩い」「集う」場所は、いつも清潔で、緑

や花もあることが望ましい。ゴミ投棄問題対策

も絡め、地域の美化活動の力を発揮しよう。 

（３）個性的な景観づくりを模索するなど、自分たち

の手で地域の特性やニーズに合わせた憩いの空

間を作り育もう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この目標において「憩いの場」

とは市内のあらゆる環境を視野

にいれている。 

高浜市には海もあり、川や田畑

の織りなす風景もある。地域での

課題解決・魅力創造のための美化

活動も盛んである。自然環境を活

かしたり、皆が集い・憩う風景を

つくりあげて、まちの自慢とした

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

 



 

 
２．環境・憩い分科会のあしあと 

 

日程 内容 備考 

６月 26 日（火） 総合計画の目標達成に向けて、「どんな考え方で」、「どんな

姿を目指して」、「どんな取り組みを進めてきたのか」を共有

しよう！ 

 

７月２５日（水） 不法投棄の現状と埋立地についての勉強会を行った。 

 

 

 

８月２９日（水） 各メンバーがそれぞれの提言案を発表した。 

 

 

 

９月１８日（火） 提言と発表の確認 

 

 

 

 

 
 

 
 

身近な憩いの場は 

自分たちの手で 

創り上げていけるよね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 



防犯・防災分科会からの提言 
 

目標（１２） 安全・安心が実感できる基盤づくりを進めます  
 

１．目標達成に向けての具体的なアイデア 

アイデアの内容 
（こんな取り組みを進めたらどう？） 

アイデアの理由・背景 
（どうしてこの取り組みが必要だと思うのか）

 

「防犯意識」が向上して安心・安全を感じながら暮らすためには・・・ 

 

①家庭、地域、学校、職場で「あいさつ運動」を展開する。 

 小学校の通学路に「あいさつ通り」を設置する。 

 

 

②より効果が上がる「こども１１０番」活動を目指し、関係者

による打合せや講習会などを開催する。 

 

・あいさつは防犯の第一歩、実践でき

るかが大切である。 

 

 

・あいさつができる人は、犯罪を起こ

さない。 

・「こども１１０番」の主体が、まち協や

防犯協会などで、ばらばらの対応

となっている。 

 

 

「防災意識」が向上して安心・安全を感じながら暮らすためには・・・ 

 

③標高サインの表示を希望するコンビニ、医療機関など、

不特定の方が利用する施設に標高サインを配布し、啓

発を図る。 

（広報・ホームページで募集） 

 

 

④市内の防災リーダーやＮＰＯ団体、大学教授などによ

る、小中学校での防災教育の推進やＮＰＯ団体、大学教

授、被災体験者などによる、東日本大震災の経験を伝

承するための講演会を開催する。 

 

 

 

・標高の見える化（標高サイン）を知

らない人がいる。電柱や避難所以

外にも標高サインを表示し、周知

する必要がある。 

 

 

・「市民意識調査」において、10 代の

回答の 78.5％が、防災の備えに対

し、「どちらかといえばそう思わな

い」「思わない」としている。 

・目標達成に向け、この 10 代に対す

る防災教育が必要である。 

 

・東日本大震災から１年半が経過し、

他人事になっている市民がいる。

東日本大震災の経験や対策など

を後世に伝える必要がある。  

 



２．防犯・防災分科会のあしあと   

 

日程 内容 備考 

６月 26 日（火） 総合計画の目標達成に向けて、「どんな考え方で」、「どんな

姿を目指して」、「どんな取り組みを進めてきたのか」を共有

しよう！ 

 

８月 ２日（木） 基本計画（前期）施策評価シートを基に、これまでの取り組

みと成果、課題と今後の取り組みの方向性などを検討しまし

た。 

 

８月２０日（月） 

※ 

あいさつは防犯の第１歩ということで、吉浜小学校におい

て、あいさつ検証調査を実施しました。 

 

８月２０日（月） アイデアを出し合い、提案シート（案）の検討をしました。 

 

 

９月 ５日（水） 

※ 

あいさつ検証調査を実施しました。 

 高浜小学校、港小学校、高浜中学校 

 

９月 ７日（金） 

※ 

あいさつ検証調査を実施しました。 

 高取小学校、翼小学校、南中学校 

 

９月１１日（火） アイデアを検討し、最終的な提案シートを策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【あいさつ検証調査結果】              ※7:30～8:00 各校の校門にて分科会メンバーが調査 

学校名 検証児童・生徒数 自主的にあいさつ 声掛け後あいさつ あいさつしない 

Ａ学校 382 人 176 人（46％） 110 人（29％） 96 人（25％）

Ｂ学校 431 人 212 人（49％） 134 人（31％） 85 人（20％）

Ｃ学校 476 人 371 人（78％） 105 人（22％） 0 人（ 0％）

Ｄ学校 244 人 32 人（13％） 202 人（83％） 10 人（ 4％）

Ｅ学校 360 人 221 人（61％） 50 人（14％） 89 人（25％）

Ｆ学校 310 人 50 人（16％） 180 人（58％） 80 人（26％）

Ｇ学校 105 人 80 人（76％） 15 人（14％） 10 人（10％）

計 2,308 人 1,142 人（50％） 796 人（34％） 370 人（16％）

  

 

 

 
 

 



地域福祉分科会からの提言 
 
 
 

１．目標達成に向けての具体的なアイデア 

アイデアの内容 
（こんな取り組みを進めたらどう？） 

アイデアの理由・背景 
（どうしてこの取り組みが必要だと思うのか）

１．「Ｎｅｗボランティア人」を地域に広めよう！ 

①衣浦定住自立圏 市民活動情報サイト「かりや衣浦つ

ながるねット」において、ボランティアひろばセンタ

ーにより「Ｎｅｗボランティア人」のＰＲ活動を行う。

②わくわくフェスティバルなどのイベント時に、リーフ

レットなどを活用したＰＲ活動を行う。 

③「Ｎｅｗボランティア人」に特化した新たなマイレー

ジ制度（年齢は問わない）を創設する。 

④ライフステージに応じた「福祉の学び」の機会として

学校、まち協などに協力を働きかけ、出前講座を実施

する。 

昨年度「Ｎｅｗボランティア人」の

認知のためアンケートを実施し、一

人ひとりが日ごろ心がけているこ

とが地域での支えあいにつながる

ことを認識できた。また、こうした

行動が緊急時に反映されることや

支えあいの地域づくりにつながる

ことが分かった。これらの結果か

ら、さらに「Ｎｅｗボランティア人」

の認知度を高め、地域の支えあい活

動を広めていく必要がある。 

２．ボランティアがさらに元気になるようにしよう！ 

①誰もが気軽にボランティア登録できるように、まち協

や福祉系事業所などと連携して、まち協の拠点や福祉

系事業所などでも登録できる仕組みを構築する。 

②地域における困りごとなどのニーズを把握し、新たな

ボランティア活動の場を創出する。 

③活動者同士が集まって互いの活動を報告し合い、感謝

の気持ちを伝えられるような機会を作る。 

これからのボランティアひろばセ

ンターの役割は、把握していない埋

もれた活動者を掘り起こし、その方

たちに、気持ちよく活動していただ

くことである。そのためには、身近

な場所で簡単に登録できる仕組み

を構築するとともに、地域で活発に

活動できるステージづくりと目に

見える形で感謝の気持ちを伝える

ことが必要である。 

３．高齢者・障がい者への理解とつながりを深めよう！

①避難所運営訓練や炊き出し訓練など、障がい者や高齢

者も地域の方たちと一緒になって参加できる訓練を、

関係団体や市民会議メンバーなど幅広い協力を働き

かけ実施する。 

②スポーツを通して、つながりを深めるため、わくわく

フェスティバルにおいて、子どもから高齢者まで、障

がい者も一緒になって楽しめるスポーツ「ボッチャ」

の大会を実施する。この大会を契機に、次年度以降、

障がい者、高齢者や子どもたちが中心になるスポーツ

大会に展開させていく。 

 

東日本大震災の教訓から、障がい者

や認知症高齢者が災害時に自然に

受け入れられる地域づくりを行っ

ていく必要がある。そのためには、

昨年度開催した「防災フォーラム」

などの災害時要援護者支援に関す

る取組みを今後もつなげていくこ

とが重要である。また、つながりを

深めるために、障がい者、高齢者や

子どもたちが一緒になって楽しめ

る新たなイベントを創出する必要

がある。 

目標（13） 一人ひとりを認め合い、その人らしく暮らせるまちづくりを進めます 

 



２．地域福祉分科会のあしあと 

日程 内容 備考 

６月 26 日（火） 総合計画の目標達成に向けて、「どんな考え方で」、「どんな

姿を目指して」、「どんな取り組みを進めてきたのか」を共有

しよう！ 

 

７月３０日（月） 点検・確認作業の実施 

 点検・確認スケジュールの確認、現状把握、課題の抽出、

アイデアの検討 

 

８月２１日（火） 点検・確認作業の実施 

 アイデアの検討 

わくわくフェスティバルでの実施内容の検討 

 

９月 ７日（金） 点検・確認作業の実施 

 提言書シート・模造紙の作成 

わくわくフェスティバルで実施する「ボッチャ」をみんなで

楽しもう！ 

 

 

 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

ボッチャを 楽しもう！ 

 
 

 



健康分科会からの提言 
 

目標（１４） 一人ひとりの元気と健康づくりを応援します  
 

１．目標達成に向けての具体的なアイデア 

アイデアの内容 
（こんな取り組みを進めたらどう？） 

アイデアの理由・背景 
（どうしてこの取り組みが必要だと思うのか）

・ 地域医療ネットワークの推進（「病診連携」のシス

テムと「かかりつけ医」を持つことに関する市民

への情報提供と啓発活動の実施） 

・ 情報提供の方法：高齢者インフルエンザ通知に啓

発チラシを同封 

 

・ 健康診査等の個人通知に啓発チラシを同封 

 

⇒ 情報発信のチャンスは逃さず使う！ 

・ 地域に「かかりつけ医」を持つこと

により、身近な「医師」に個別に相

談することができる。 

・ 軽微な病気でも大病院志向で受診す

ると、重症度の高い患者の医療の妨

げになることがある。 

「かかりつけ医」を持つことで、予防

や生活改善、早期からの適切な医療を

受けることができる。 

⇒地域医療ネットワークを知ろう！ 

⇒かかりつけ医をもとう！ 

・ 「高浜市いきいき健康マイレージ事業」をはじめ

とした「市民自らの健康管理のきっかけ作りと継

続のための仕組みづくり」を行う。 

・ 「高浜市いきいき健康マイレージ事業」の周知に

口コミ作戦を行う。 

・ 実施者による効果を広く周知する。 

・ 対象事業の拡大を図る。 

・ 事業の広報掲載を行う。（９月１５日号） 

⇒ 市民の口コミも有効だよ！ 

⇒ 効果のあったこと、いいことは広く伝える！ 

・ 認知度が十分とは言えない。 

・ 認知度の向上には、「地域の口コミ」

も大きな成果を期待できる。 

・ 事業の成果を周知し、参加者を増加

させていくことができる。 

対象事業の拡大により「地域における

健康づくり」の＜きっかけ＞と＜継続

の仕組み＞を多く持つことができる。

⇒「いきいき健康マイレージ」口コミ作

戦を始めよう！ 

⇒「いきいき健康マイレージ」実践者の

声を広めよう！ 

・ 第２次「健康たかはま２１」の今後の取り組みは、

「市民自らが取り組むこと（自分にできること）」

「地域で取り組むこと（地域でできること）」「行

政で取り組むこと（行政でできること）」の３本の

柱で推進をしていく。 

・ 多様な主体による事業実施のあり方をまずは「高

浜市保健医療推進協議会」において検討していく。

⇒ 何事も「きっかけ」が大切！「きっかけ」を見

つけて仲間に勧めよう！ 

⇒ 仲間作りも「継続」の力だね！ 

「健康づくりの鍵」となる要素は次のと

おり「情報」「知識」「きっかけ」「継

続のための仕組み」「仲間」の５つの

要素を市民・地域・行政の３者でどの

ように連携していくかが要である。 

⇒地域の事業に積極的に参加しよう！ 

 
  

 



 
２．健康分科会のあしあと 

 

日程 内容 備考 

６月 26 日（火） 

総合計画の目標達成に向けて、「どんな考え方で」、「どんな

姿を目指して」、「どんな取り組みを進めてきたのか」を共有

しよう！ 

 

７月３１日（火） 目標達成に向けてのアイデアを出し合おう。  

８月２１日（火） 具体的なアイデアをとりまとめ、メンバーに配布・意見集約  

９月１３日（木） 発表に向けての最終確認  

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

手と手をつなぐ大家族 

 

 

 

 

       

健診や予防接種は

「家族の健康管理」

の第一歩よ。 

 
「いきいき健康マイレー

ジ」の目標目指して自分の

健康づくりを継続中！ 

 「健康づくり」の取り

組みは、地域でも推進

しているよ。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高浜市の未来を創る市民会議」 

第２期 

これまでのあしあと 



高浜市の未来を創る市民会議(第２期)これまでのあしあと 

＜全体会の開催＞ 

回 日程 内容 

勉強会 

 

5 月 11 日（金） 高浜市の未来を創る市民会議について 

※新メンバー対象

第 1 回 5 月 28 日（月） 高浜市の未来を創る市民会議 キックオフ！ 

「思いやり 支え合い 手と手をつなぐ大家族たかはま」

を目指して、みんなで力を合わせよう! ふたたび 

 

第 2 回 6 月 26 日（火） 目標達成状況の点検・確認作業をはじめよう！ 

 

 

第 3 回 9 月 24 日（月） 点検・確認結果を発表しよう！ 

 

 

＜分科会＞ 

各分科会からの提言シートの右欄「2.○○分科会のあしあと」の通り 
   




